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地域の指導者と保健体育担当教員が連携した

指導の在り方に関する研究

Ⅰ 研究実践校の概要

１ 学校・地域の特色及び実態

本校は、全校生徒８３名の小規模校である。

生徒は、人懐っこく素直な生徒が多く、教師と

の人間関係も良好である。また、体を動かすこ

とが好きな生徒が多く、体育授業にも積極的に

参加できている。しかし、技能面においては巧

緻性に優れた生徒とそうでない生徒の二極化が

目立つ。

また、柔道の授業については、興味を持って

取り組む生徒が多いが、受け身などに恐怖心を

持ち、消極的な生徒もいる。

１ 学校の概要（平成21年5月1日現在）

１年 ２年 ３年 特別支援学級 計

学級数 １ １ １ ０ ３

生徒数 男 12 ５ 15 ０ 32

女 14 21 16 ０ 51

教員数 １０名 (保健体育科 １名)

武道・ダンスの授業の状況

領域;武道 領域の内容;柔道

１年 ２年 ３年 特別支援学級 計

配当時間 16 16 16 48

担当教員数 1 1 1 3

(外部指導者） （0） （0） （0）

生徒数 男 12 5 15 32

女 14 21 16 51

領域; ダンス 領域の内容;フォークダンス

１年 ２年 ３年 特別支援学級 計

配当時間 3 3 3 9

担当教員数 1 1 1 3

(外部指導者） （0） （0） （0）

生徒数 男 12 5 15 32

女 14 21 16 51

Ⅱ 研究の内容及び成果等

【研究成果の要点】

柔道の授業においては、各学年男女共習、前

期（５月）８時間、後期（11月）８時間の合

計16時間を専門技術を持つ外部指導者（女性）

と本校の柔道部顧問と保健体育担当教員の３

人体制で行った。単元計画の作成については、

保健体育担当教員が中心になり、生徒の実態

に沿って３名の相談のもと作成した。また、

授業展開としては保健体育担当教員が主とな

り、外部指導者と柔道部顧問は、苦手な生徒

の個別指導や、女子生徒の指導に当たった。

今回、３名で授業を行うことによって、生

徒により細かく目が行き渡り、安全面・実技

指導面ともに非常に大きな効果があったと感

じる。特に外部指導者が女性であったため、

女子生徒に対しては、「取り」や「受け」など

技能習得が効率よく行うことができた。また、

各個人の技能習得段階に応じて時間をかけて

指導することにより、多くの生徒が意欲的に

参加することができ、柔道に対して興味・関

心を持つようになった。

１ 研究主題等

(1) 研究主題

地域の指導者と体育担当教員が連携した指

導の在り方に関する研究。

(2) 研究主題設定のねらい

本校には、学校に隣接した武道館があるこ

とから以前から柔道の授業を行ってきたが、

ここ最近の生徒は、興味を持って柔道に取り



組む生徒が多いが、受け身などの恐怖心から

消極的になり、逆に事故を招きかねない生徒

もいる。そこで、専門技術を持つ指導者を含

め指導者の数を増やすことによって、生徒の

安全に注意しながら、柔道をより積極的に行

うことで、上記主題に迫れるものと考える。

(3) 取組体制

連携

(4) 主な取組

◎実施時期

各学年、５月・11月の前期後期に分けて

１学年につき16時間実施する。（合計48時間）

◎目的

我が国固有の文化にふれ、伝統的な行動

平 の仕方を守ることなど、柔道をより安全で

成 積極的に取り組む態度や能力を育成する。

21 ◎内容

年 地域の専門的技術を持つ外部指導者と保

度 健体育担当教員と柔道部顧問の３名による

ＴＴでの授業を行う。

◎確認事項

授業展開を行うのは保健体育担当教員で

あり、外部指導者・柔道部顧問には、苦手

な生徒に対する手立ての支援等を行う。

２ 研究内容及び具体的な研究活動

（１）具体的な研究課題

外部指導者・柔道部顧問と保健体育教師の３

名によるＴＴでの授業を行うことによって、50

分の授業をどれだけ有効に展開する事ができる

か。

（２）取組

各学年、前期・後期に分け３名によるＴＴで

の授業を１学年につき16時間、合計48時間行う。

（３）成果・課題

保健体育教師

柔道部顧問外部指導者

成果について、１点目は、授業での実技指導

など技について、細かな指導を３人で事前に話

し合うことにより授業を円滑に行うことができ

たことである。

２点目は、３名で授業を行うことで、より多

くの生徒に対して細かなアドバイスを与えるこ

とができ、生徒にとっては意欲的に参加するこ

とのきっかけにもなったことである。

３点目は、外部指導者の方が女性であったの

で、女子生徒に十分指導できたことである。

課題としては、今後、身体接触のある柔道の

授業を、男女共習の授業のなかで、どのように

展開していくかということである。今回は、外

部指導者が女性であったため、女子生徒に対し

て、より実践的な指導をする事ができたが、ど

のように実技指導をしていくかが課題となると

考える。そのため、指導者は、柔道に対する知

識・理解をさらに深め、男女に合わせた指導計

画を立てておく必要があると考える。

また、今年度は、大きなケガもなく無事に終

了する事ができたが、単元計画の段階から、生

徒の能力、本校の施設状況にあった授業を考え、

生徒の安全面を十分配慮した指導計画を立てて

おくことも必要であると考える。

３ 研究成果の普及

本年度は、初任者研修の公開授業として他の

先生方に参観していただき、本校の取り組みを

他校へ広めることができた。今後はそれらをも

とに、より充実した授業改善を図りたい。

４ 今後の展望

今回の研究を踏まえ、指導者が積極的に各研

究会等に参加し、柔道に対する知識・技能を身

につけることが大切であると感じた。

また、我が国固有の文化である武道を通して、

礼を重んじ相手を思いやる心の育成について追

究するとともに、「礼儀」や「思いやり」につ

いては、道徳の授業とも関連を図りたい。
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和歌山県　　　　　　　　　　学校名　田辺市立大塔中学校　　　　　　氏名　宮野　好史 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

①　単元名　　　 　　　　大塔中学校　第１，２学年　　領域名　（武道：柔道）

②　指導内容の概要 ④　　学習指導要領解説の記載内容 ⑤　授業のポイント(生徒への発問や声かけの仕方など)

１　技能

(1) 次の運動につい
て， 技ができる楽しさ
や喜びを味わい， 基
本動作や基本となる
技ができるようにす
る。
柔道では， 相手の動
きに応じた基本動作
か， 基本となる技を用
いて， 投げたり抑えた
りするなどの攻防を展
開すること。

「相手の動きに応じた基本動作」とは， 相手の動きに応じて行う姿勢と
組み方， 進退動作， 崩しと体さばき， 受け身のこと
＜ 例示＞
○ 基本動作
（ア）姿勢と組み方では， 相手の動きに応じやすい自然体で組むこと。
（イ）進退動作では， 相手の動きに応じたすり足， 歩み足， 継ぎ足で， 体の移動をすること。
（ウ）崩しでは， 相手の動きに応じて相手の体勢を不安定にし， 技をかけやすい状態をつくること。

「受け身」は， 投げられた際に安全に身を処するために， 崩し， 体さばきと関連させてできるように
し， 相手の投げ技と結び付けてあらゆる場面に対応して受け身がとれるようにすること
＜ 例示＞
○ 受け身
（エ）前回り受け身では， 前方へ体を回転させ，背中側面が畳に着く瞬間に，片方の腕と両脚で畳を
強くたたくこと。脚は下側の脚を前方に上側の脚を後方にすること。
（オ）横受け身では， 体を横に向け下側の脚を前方に， 上側の脚を後方にして， 両脚と一方の腕全
体で畳を強くたたくこと。
（カ）後ろ受け身では， あごを引き頭をあげ， 両方の腕全体で畳を強くたたくこと。

「基本となる技」とは， 投げ技の基本となる技と固め技の基本となる技のこと
＜ 例示＞
○ 投げ技
（キ）取は後ろさばきから体落としをかけて投げ， 受は横受け身をとること。
（ク）取は前回りさばきから大腰をかけて投げ， 受は前回り受け身をとること。
（ケ）取は前さばきから膝車をかけて投げ， 受は横受け身をとること。
（コ）取は前さばきから大外刈りをかけて投げ， 受は後ろ受け身をとること。
（サ）取は前さばきから支え釣り込み足をかけて投げ， 受は横受け身をとること。
（シ）取は前さばきから小内刈りをかけて投げ， 受は後ろ受け身をとること。
○ 固め技
（ス）取は，「抑え込みの条件」を満たして相手を抑えること。
（セ）取はけさ固め， 横四方固め， 上四方固めで相手を抑えること。
（ソ）受はけさ固め， 横四方固め， 上四方固めで抑えられた状態から， 相手を体側や頭方向に返す
こと。

（ア）力を抜いた自然な状態で引き手・釣り手を持ってみ
よう。
（イ）畳の目にそ沿って左右の足の裏でほうきで掃除を
するように掃いてみよう。
（ウ）引き手・釣り手を左右上下などに引っ張り相手の
バランスを崩してみよう。

（エ）体操の前転との違いに注意しよう。
（オ）（カ）顎を引いて頭を打たないように注意しよう。手
の付く位置は、体側から３０°にし、開きずぎないように
注意しよう。

（キ）引き手を放さないように注意しよう。
（ク）釣り手を放さないように注意しよう。
（ケ）引き手を放さないように注意しよう。
（コ）釣り手を放さないように注意しよう。
（サ）引き手を放さないように注意しよう。
（シ）引き手と釣り手を放すように注意しよう。
（ス）受けの肩が畳から離れないようにしよう。
（セ）受けの道着をしっかりと持ち、返されないように注
意しよう。
（ソ）ブリッジから体を捻ることに注意しよう。

運動の技能

（ア）正しい組み手では、引き手・釣り手を正しく持つことができる。
（イ）足さばきでは、足の裏を浮かさずすり足ができる。
（ウ）崩しでは八方向に相手の状態を崩すことができる。
（エ）（オ）（カ）顎を引き頭を打たないようにし、しっかり畳を叩くことが
できる。
（キ）（ク）（ケ）（コ）（サ）取は相手を崩してから受を投げることができ
る。
　　　　　　　　　　　　　 受は正しい受け身をすることができる。
（シ）（ス）受けの道衣の正しい場所を持つことができる。
（セ）頭を支点としたブリッジをすることができる。

２　態度

(2) 武道に積極的に取
り組むとともに， 相手
を尊重し， 伝統的な
行動の仕方を守ろうと
すること， 分担した役
割を果たそうとするこ
となどや， 禁じ技を用
いないなど健康・安全
に気を配ることができ
るようにする。

・武道は， 相手と直接的に攻防するという特徴があるので， 相手を尊
重し合うための独自の作法， 所作を守ることに取り組もうとすること
・練習やごく簡単な試合を行う際に， 防具や用具の準備や後片付け，
審判などの分担した役割に積極的に取り組もうとすること
・練習の際に， 仲間の練習相手を引き受けたり， 技の行い方などの
学習課題の解決に向けて仲間に助言したりしようとすることなど，仲間
の学習を援助しようとすること
・柔道では蟹鋏， 河津掛， 足緘， 胴絞，などの禁じ技を用いないこと
・体調の変化などに気を配ること， 危険な動作や禁じ技を用いないこ
と， 用具や練習及び試合の場所などの自己や仲間の安全に留意する
ことや，技の難易度や自己の技能・体力の程度に応じて技に挑戦する
ことが大切であること

・自分で自分を律する克己の心を表すものとして礼儀を
守る。
・相手を尊重する気持ちを込めて行う。
・分担した役割に積極的に取り組もうとすることは， 社
会生活を過ごす上での必要な責任感を育てることにつ
ながることを理解する。

・仲間の学習を援助しようとすることは仲間との連帯感
を高める。
・自分や仲間の体調、安全に気を配ることで、互いの安
全が確保される。

関心・意欲・態度

・試合などで、ルールやマナーを守り、フェアーに対戦しようとする。
・勝敗にかかわらず仲間を賞賛したり励ましたりしようとする。
・準備や後片付け、記録や審判など分担した役割に積極的に取り組
もうとする。
・仲間の学習を援助しようとする。
・自他の健康や安全に気を配ろうとしている。

[知識]
・武道は， 技を身に付けたり， 身に付けた技を用いて相手と攻防する
楽しさや喜びを味わうことのできる運動であること， 武技， 武術などか
ら発生した我が国固有の文化として今日では世界各地に普及し， 例
えば， 柔道がオリンピック競技大会においても主要な競技として行わ
れていること
・武道は，単に試合の勝敗を目指すだけではなく，技能の習得などを
通して礼法を身に付けるなど人間としての望ましい自己形成を重視す
るといった考え方があること
・武道の各種目で用いられる技には名称があり，それぞれの技を身に
付けるための技術的なポイントがあること
・武道は， それぞれの種目で主として高まる体力要素が異なること
・自由練習の延長として， ごく簡易な試合におけるルール， 審判や運
営の仕方があること

・武道の楽しさってなんだろう？

・柔道はいつ、どこで始められたのだろう？

・柔道を続けるとどのような体力要素が高まると思う？

・柔道の技の名称とそのポイントを挙げてみよう。

・柔道の試合運営の仕方は？

知識・理解

・武道は、技を身につけたり、身に付いた技を用いて相手と攻防する
楽しさや喜びを味わうことができる運動であることについて、言っ
たっり書きだしたりしている。
・柔道は我が国固有の文化として今日では世界各地に普及しオリン
ピック競技大会においても重要な競技として行われていることにつ
いて言ったっり書きだしたりしている。
・武道の各種目で用いられる技には名称があり、それぞれの技を身
につけるための技術的なポイントについて、具体例を挙げている。
・武道では、それぞれの種目で主として高まる体力要素が異なるこ
とにつて、言ったり書きだしたりしている。
・簡単な試合におけるルール、審判や運営の仕方について、具体例
を挙げている。

[思考・判断]
・活動の仕方， 組み合わせ方， 安全上の留意点などの学習した内容
を， 学習場面に適用したり， 応用したりすること
＜ 例示＞
・技を身に付けるための運動の行い方のポイントを見付けること。
・課題に応じた練習方法を選ぶこと。
・仲間と協力する場面で， 分担した役割に応じた協力の仕方を見付け
るこ
と。
・学習した安全上の留意点を他の練習場面に当てはめること。

・学習したことの中から、自分の技術的課題を基本動
作・投げ技・受け身からそれぞれ見つけてみよう。

・自分の課題を解決する最も適した練習法を考えよう。

・これまでの実際の授業の場面でドキッとした例はあり
ましたか？防止するにはどのような対策があります
か？

思考・判断

・技を身に付けるための運動の行い方のポイントを見付けている。
・課題に応じた練習方法を選んでいる。
・仲間と協力する場面で， 分担した役割に応じた協力の仕方を見付
けている。
・学習した安全上の留意点を他の練習場面に当てはめている。

主
に
観
察
に
よ
る
評
価
部
分

主
に
学
習
ノ
ー
ト
等
に
よ
る
評
価
部
分

　新学習指導要領に対応した簡単な単元計画の構造図

単元計画

評価規準例

⑥内容の取扱い

（カ）　「Ｆ 武道」の( 1 )の運動については， アからウまでの中から一を選択して履修できるようにすること。なお， 地域や学校の実態に応じて， なぎな
たなどのその他の武道についても履修させることができること。また，武道場などの確保が難しい場合は指導方法を工夫して行うとともに，学習段階
や個人差を踏まえ， 段階的な指導を行うなど安全の確保に十分留意すること。

第１ 学年及び第
２ 学年では，技が
できる楽しさや喜
びを味わい，基本
動作や基本となる
技ができるように
する。また， 武道
の学習に積極的
に取り組み， 伝
統的な行動の仕
方を守ることなど
に意欲をもち，健
康や安全に気を
配るとともに， 礼
に代表される伝
統的な考え方など
を理解し， 課題に
応じた運動の取り
組み方を工夫で
きるようにする。

③　学習指導要領の内容

３
知識
思考
判断

(3) 武道の特性や成り
立ち， 伝統的な考え
方， 技の名称や行い
方， 関連して高まる
体力などを理解し， 課
題に応じた運動の取
り組み方を工夫できる
ようにする。

前 期

オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

後 期

共通メニュー（準備運動・補強運動・今日の学習の確認

基
本
動
作

（
組
み
方
・
足
さ
ば
き
・
崩

）

受け身

（後ろ受け身・横受け身・前回り受

け身）

受け身（後ろ受け身・横受け身・前回り受け身）

投げ技

（大外刈り）

投げ技
（支え釣り込み

足）

抑え込み

（けさ固め・横四方固

め）

投げ技

（体落とし）

試合

（立ち技）

試
合

（
抑
え
込
み

）

（ア）正しい組み手

（イ）足さばき

（ウ）崩し

（キ）（ク）（ケ）（コ）（サ）（シ）投げ技の基本動作

（エ）（オ）（カ）受け身の基本動作

（ス）(セ）相手を抑え込む動き

（ソ）抑え込みから逃れる動き

礼儀作法を守ろうとする

準備、片付けを積極的に行う

審判など役割を果た

そうとする

仲間の学習を援助する

健康・安全にきを配る

柔
道
の
特
製
や
成

り
立
ち
を
言
え
る

関
連
し
て
高
ま
る
体
力

を
言
え
る

学習した技の名前やポイントが言えること

大
外
刈
り

支
え
釣
り
込
み
足

体落とし

けさ固め

横四方固め

学習した審判方法に

ついていえること

運動のおこない方のポイントを見つけること

課題に応じた練習法を考える

学習した安全上の留

意点を他の練習場面

にあてはめること




